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本日　７月29日㈬ 12：30  ザ クラウンパレス新阪急高知
　　　会員スピーチ
　　　 「私の履歴書」

森田　倫光 会員

次週　８月５日㈬ 12：30  ザ クラウンパレス新阪急高知
　　　会員スピーチ
　　　 「私の履歴書」

田中　伸樹 会員

第2460回　例会報告／令和２年７月15日　天候　曇
◇ロータリーソング
  「我等の生業」
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
まず初めに残念なお知ら
せですが、７月９日に元
会員の弘光寛次さんが亡
くなられたとのことです。
1996（平成８）年３月か

ら2005（平成17）５月までの10年弱の会員歴
です。お見かけは、かなりいかついものの、
物腰は低くて、入会間もない私たちにも優し
く声を掛けていただいたことに感謝していま
す。心からご冥福をお祈りいたします。
　回を重ねるごとに少しずつ落ち着きを覚え
つつあります。少し会長の挨拶も練り込ん
で、持ってきたところではありますが、今日
は、私とロータリーの関わりのプロローグの
部分を少しお話します。
　多くの方がそうだと思いますが、私はロー
タリーを理解して入会した気持ちは全くあり
ません。寺村さんから「竹村君、お昼は食べ
るろう」という誘い文句から、それこそ訳も
分からず、すごい方ばかりの集まりだから、
そのうち退会のタイミングも来るだろうとい
う、ちょっと軽い気持ちで例会に出席してい
ました。　　
　ただ、少したつとちょっと居心地のいい感
じを覚えてきました。だんだんと皆さんのお
顔と名前が一致して、優しく声を掛けていた

だいたり、飲み会に行ったりという中で仲間
意識が芽生え、居心地よく感じてきたんだと
思います。同時に都合のいいことに気がつき
ました。それが職業奉仕というキーワードで
す。これは職業奉仕の中身を理解してという
ことではなく、いろんな解説などをかじって、
都合のいいところだけを拾ったので、敢えて
職業奉仕というキーワードと言わせてもらい
ます。
　それまで自分がかかわっていた団体は、自
己研鑽という名目はあるものの、編成された
実働部隊の一員として汗を流して何かを成し
遂げていくことが、いわゆる活動でした。と
ころがロータリーの場合、極端にいえば普通
に仕事をしていればいいという発想があるこ
とに気がついて、これは都合がいいなと。多
少の時間の拘束はありますが、活動といって
もそれほどの時間の拘束が増えるわけではな
いということもあって、「居心地がいい」に
つながったんだと思います。
　10年程前のことですが、そんな適当な発想
の私は、今は退会された大久保さん、昨年亡
くなられた久松さん、直前会長の前川さんの
３人に、ある会の３次会で囲まれて「おい、
竹村君、ＩＭの実行委員長をやれ」と言われ
ました。今思い出してもかなりの無茶振りで
す。一応態度を保留させてもらったのですが、
こういう交渉事で保留するのは、ほぼ負けを
意味します。なし崩し的に枠にはめられ、幹
事の経験もない会員がＩＭのひな壇に座ると

the ROTARY CLUB of KOCHI EAST

いう、とんでもないことになりました。
　結果、悲惨とまでは言いませんけど、いろ
いろなことがありました。計画段階で実行委
員長だからと気合いを入れて、企画を出して
は修正、取り潰し、すったもんだして、立ち
上げにかなり苦労したことを覚えています。
中でも印象深いのが寸劇の提案でした。私と
しては1905年、ロータリーが設立された前後
を、４人で芝居をしようと思っていたのです
が、あえなく断念せざるを得ませんでした。
今思えば、諸先輩方が心配されたとおりで、
シナリオをどうするかというところで、大き
な壁にぶち当たって撃沈していたことは間違
いないと思います。当時、適切に導いていた
だいた諸先輩方に心から感謝しています。そ
の顛末の中で、ロータリー創立者のポール・
ハリス役に松本さんが勝手に名乗り出ていた
ことは、懐かしい思い出です。
　巡り巡って、今年はＩＭの幹事クラブの会
長としてかかわります。生きていると、いろ
んなことがどこかで繋がっているという、巡
り合わせを面白いなと思っています。

◇親睦委員会より
　８月５日、18時半から得月樓で歓送迎会を
行います。例会休会中に退会されて、既に遠
方に勤務をされている方もいますが、できる
限りお声掛けをしたいと思っています。皆さ
んの参加をよろしくお願いします。
◇会　長　報　告
•月曜日、第１回８クラブ＋香長クラブの会
長幹事会が開催されました。RYLAの決算
内容、事務局の決算、予算の承認。長期交
換事業に関する決算内容の確認。内容とし
ては、大変ご苦労されていることを確認し
ました。その他、各クラブから例会運営方
法の報告、コロナの関係で変更になったス
ケジュールの確認を行いました。
◇幹　事　報　告
•高知西ＲＣの創立50周年事業は延期。様子
を見て来年度以降に開催予定。
•仁淀ＲＣの創立30周年事業は、来年２月20
日から２月22日㈪に変更。招待客も限定の
上、準備中。

◎ロータリー財団委員会（発表：近森範久）
　ロータリー財団の使命
は、ロータリアンが健康
状態を改善し、教育への
支援を高め、貧困を救済
することを通じて、世界
理解、親善、平和を達成

できるようにすることです。
　地区補助金やグローバル補助金を提供して
いるほか、ポリオ・プラスや平和の推進と
いったグローバルなキャンペーンを展開して
います。財団支援者の方々から自発的な寄付
のみによって支えられています。寄付は、
ロータリー財団の補助金となり、助けを必要
とする地域社会に持続可能な変化をもたらす
活動に役立てられています。
１．地区補助金について
　地区補助金を活用し、学徒児童を対象とし
て交通安全並びに交通マナー向上を目的とし

た安全講習を行う。併せて自転車用ヘルメッ
トの贈呈を行う。
　対象となる学徒児童の意識向上とヘルメッ
ト着用率を上げることにより、地域における
交通安全への意識啓発を促す。
２．ロータリー財団への寄付について
　年次寄付に、昨年度同様120ドルの寄付を
お願いする。本年度も会費と一緒に前期・後
期各60ドルを徴収。
　ポールハリスフェロー・マルチプルポール
ハリスフェローなど認証を受ける会員の増加
を目指す。
３．次年度地区補助金について
　各委員会と連携し、奉仕プロジェクト研究
会で、次年度地区補助金プログラムについて
検討を行い、地区補助金提案書の申請を行う。
４．ロータリー財団月間
　11月に、ロータリー財団について理解を深
める卓話を行う。

◎プログラム委員会（発表：広瀬雅彦）
基本方針
　今年度のクラブテーマ
「積極果敢に楽しみまし
ょう」を念頭に、ホーム
クラブ例会への参加促進
を図るべく、魅力ある卓

話を計画していきます。ロータリーや会員同
士の理解を深め、会員のスキルアップに繋が
るようなプログラムを計画し、わくわくしな
がら出席したくなるような例会となるよう委
員会として努力していきます。
活動計画
１．ロータリー活動の理解を深めるため、毎
月のテーマに基づき第一例会では原則とし
て関連委員会の委員長、もしくは委員に委
員会活動について卓話をお願いし、テーマ
によっては関連職業の会員に卓話をお願い
したい。
２．新入会員の方には、会員相互の理解を深
め親睦を図るため、できるだけ早い時期に
「私の履歴書」「職業紹介」「趣味」等のス
ピーチをお願いする。
３．卓話の時間はこれまでと同じく20分と
し、ＳＡＡと連携してスムーズな例会運営
に努める。
４．時間変更例会では卓話を予定せず、会員
相互の理解と親睦の例会とする。
　新型コロナウイルスの関係で、外部からの
講師をお招きすることが難しい状況で、クラ
ブ内で例会を回すことになろうかと思います。
皆さまのご理解とご協力をお願いします。
◎広報・ＩＴ委員会（発表：武吉佳月）

基本方針
　当クラブのプロジェク
トや奉仕活動等について、
公共イメージを向上でき
るよう、クラブホームペ
ージなどを通じクラブ内

外への広報に努めます。また、他の委員会と
連携、協力しクラブの活性化にもつなげてい
きます。
１．広報活動
•各委員会行事の開催について、告知・
報告をクラブホームページなどで発信
する。

•会員の関係施設や公共施設などのご理
解いただけるところに、週報やロータ
リー関連雑誌を配布し、一般の方にも
活動内容を認識してもらえるよう努め
る。

２．ＩＴ活動
•クラブホームページの基本ページを新
年度版へリニューアルを実施。
•例会変更情報等の発信や、例会、水曜
会を含むその他の奉仕活動・イベント
等の写真を撮影し、クラブホームペー
ジへ掲載する。

３．報道機関に対して当クラブの活動状況を
提供し、取材依頼を行う。
４．奉仕プロジェクト研究会の活動掲載を行
う。
◎ロータリー情報委員会（発表：沖　卓史）

　ロータリー情報委員会
の使命は、入会予定者や
全会員、特に３年未満の
新会員がロータリー会員
の特典と責務を把握でき
るよう援助し、ロータリ

ーを十分理解するためにロータリーの歴史、
綱領、活動に関する情報を提供することです。
竹村会長の運営方針「積極果敢に楽しみまし
ょう」を受け、本年度は下記の項目を重点的
に実施します。
１．新会員に対しアドバイザーを専任する。
２．アドバイザーによる新会員へのオリエン
テーションをサポートする。
３．新会員や入会５年未満の会員に対し、竹
村会長が重点項目の１番目に掲げているロ
　ータリーの奉仕の精神を学んだり、また、
歴史等に関する勉強会を開催する。
４．ＩＭ、地区大会、クラブ活動への参加を
指導する。
５．ロータリーに関する書籍（東ロータリー
文庫）と猿田会員提供による小堀憲助氏の
ＣＤを推奨する。

◎会計（発表：寺村　勉）
　適切な財務と資金管理
を通じて健全なクラブ運
営となるよう努めます。
•会費の徴収
•委員会事業等の執行に
　ともなう支払の管理

•ＲＩ、地区等補助金の管理と賦課金、分担
金の支払い
•恒常的な財務状況の把握と役員会、理事
会、クラブへの定期的な報告
•クラブ予算の作成とモニタリング
•年次財務報告書の作成
•次年度への健全な財務状況での引き継ぎ

◎ロータリー奉仕プロジェクト研究会
（発表：西内俊介）
　文字通りロータリー奉
仕を実践するために事業
の計画、立案をする研究
会です。従来と同様、財
団委員会、社会奉仕委員

会等と連携を図りながら、ロータリーの経験
豊富な会員を交えた全員で意見交換する場を
設けたいと思います。具体的にはロータリー
財団地区補助金事業の検討を通じて、ロータ
リーとしての奉仕の意義、目的について理解
を深めることを目標としています。
　例年のように、飲食を共にしながらの意見
交換をする夜の場を積極的に設けることは困
難なため、７月２日、会長幹事、財団、社会
奉仕委員長、副委員長と昼に打ち合わせを行
い、７月末を目安に会員にアンケートを送付
し、皆さんの知恵をお借りして進めるという
結論に達しました。
　また、研究会で提案された案や、過去の奉
仕事業のデータベース化を引き継いで、次年
度に継承していきたいと思います。

◇出席率報告

　　　　　　　　　　（７月15日例会）
•竹村克彦　名札持ち帰りのお詫び。
•西森やよい　委員長並びに代理の皆さま、
委員会計画発表ありがとうございました。

◎親睦委員会（発表：中西克行）
　ロータリーの定義する
親睦に沿って、会員同士
の心と心を結束し、職業
上の発想の交換を通じて
分かち合いの精神による
事業の永続性を学び、友

情を深められる例会をはじめとするクラブ活
動を開催できるよう工夫し、努めてまいりま
す。
活動計画
１．例会協力
①毎週の例会を基本として、ＳＡＡやプロ
グラム委員会など各委員会との協力をも
　って会員相互の親睦を図ることができる
よう努力する。
②来訪ロータリアンを歓迎と感謝の意を持
　ってお迎えする。
③ソングリーダーは親睦委員会を中心に行
う。

２．夜間例会は年４回家族例会として開催、
会の趣旨を理解し進行全般を担う。
　①創立記念夜間例会　2020年10月７日
　　ザ クラウンパレス新阪急高知
　②忘年夜間例会　　　2020年12月23日
　　ラ・ヴィータ
　③観梅夜間例会　　　2021年２月３日
　　得月樓
　④最終夜間例会　　　2021年６月30日
　　ザ クラウンパレス新阪急高知
３．野外レクレーション
　新型コロナウイルスの感染状況にもよる
が、日帰りバスツアーを計画。
４．趣味の集い
　従来の活動の補助のほか、補助ができな
くとも釣り大会やワイン会等色々なイベン
トを計画し参加者を募る。
５．東酔会の後援
６．水曜会の活動を後援
７．歓迎会と送別会

◎会員増強・退会防止委員会
（発表：猿田隆夫）
　会員の増強について篠
原ガバナーは、若い世代
の方、女性の方、定年後
の入会希望の方、衛星クラ
ブの方等、多様な人々の

入会推進の必要性を強調されています。この
方針に沿って、会長・幹事・クラブ奉仕委員
長・副幹事と共に会員増強を図るためのクラ
ブ目標を設定したいと思います（現在、コロ
ナウイルス感染症拡大中のため目標設定が決
定しておりません）。
•当クラブの専門職務における職業分類の把
握検討を会員選考委員会と連携して行う。
•すべてのクラブ会員には、新会員を推薦す
る責務があることを啓発する。
•会員の退会防止を推進する。
　目標達成のため、新会員へのオリエンテー
ションや教育プログラムを情報委員会等と連
携して実施したいと思います。また、新会員
に対しては、スポンサーやアドバイザー等と
協力してあらゆる面でサポートしていきます。
◎会員選考・職業分類委員会

（発表：松野宏司）
　当クラブ員から新入会
員として推薦を受けた全
ての人を、個人的な面か
ら検討し一般的な適格性
並びに職業上の地位を評

価し、その人格（ロータリアンとしての善良
さ、高潔さ、リーダーシップ等が備わってい
るか）を調査して理事会に報告する。
評価基準
１．本人の人格及び事業所に対する業界や所
属団体、地域社会の評判はどうか
２．奉仕の精神を備えているか
３．財政的な義務を果たせるか
４．例会に出席できるか
　入会が承認されれば職業分類表により職業
分類を行う。

•早瀬源慶　政府交付金10万円頂き、米山奨
学会へ寄付いたしました。会員の方、後に続
いてください。
•五百蔵誠一　先週より新入会員となりまし
た五百蔵です。前任の北村共々よろしくお願
いいたします。
•鬼頭愼一　入会祝いありがとう。
◇遅刻　１件
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意味します。なし崩し的に枠にはめられ、幹
事の経験もない会員がＩＭのひな壇に座ると

the ROTARY CLUB of KOCHI EAST

いう、とんでもないことになりました。
　結果、悲惨とまでは言いませんけど、いろ
いろなことがありました。計画段階で実行委
員長だからと気合いを入れて、企画を出して
は修正、取り潰し、すったもんだして、立ち
上げにかなり苦労したことを覚えています。
中でも印象深いのが寸劇の提案でした。私と
しては1905年、ロータリーが設立された前後
を、４人で芝居をしようと思っていたのです
が、あえなく断念せざるを得ませんでした。
今思えば、諸先輩方が心配されたとおりで、
シナリオをどうするかというところで、大き
な壁にぶち当たって撃沈していたことは間違
いないと思います。当時、適切に導いていた
だいた諸先輩方に心から感謝しています。そ
の顛末の中で、ロータリー創立者のポール・
ハリス役に松本さんが勝手に名乗り出ていた
ことは、懐かしい思い出です。
　巡り巡って、今年はＩＭの幹事クラブの会
長としてかかわります。生きていると、いろ
んなことがどこかで繋がっているという、巡
り合わせを面白いなと思っています。

◇親睦委員会より
　８月５日、18時半から得月樓で歓送迎会を
行います。例会休会中に退会されて、既に遠
方に勤務をされている方もいますが、できる
限りお声掛けをしたいと思っています。皆さ
んの参加をよろしくお願いします。
◇会　長　報　告
•月曜日、第１回８クラブ＋香長クラブの会
長幹事会が開催されました。RYLAの決算
内容、事務局の決算、予算の承認。長期交
換事業に関する決算内容の確認。内容とし
ては、大変ご苦労されていることを確認し
ました。その他、各クラブから例会運営方
法の報告、コロナの関係で変更になったス
ケジュールの確認を行いました。
◇幹　事　報　告
•高知西ＲＣの創立50周年事業は延期。様子
を見て来年度以降に開催予定。
•仁淀ＲＣの創立30周年事業は、来年２月20
日から２月22日㈪に変更。招待客も限定の
上、準備中。

◎ロータリー財団委員会（発表：近森範久）
　ロータリー財団の使命
は、ロータリアンが健康
状態を改善し、教育への
支援を高め、貧困を救済
することを通じて、世界
理解、親善、平和を達成

できるようにすることです。
　地区補助金やグローバル補助金を提供して
いるほか、ポリオ・プラスや平和の推進と
いったグローバルなキャンペーンを展開して
います。財団支援者の方々から自発的な寄付
のみによって支えられています。寄付は、
ロータリー財団の補助金となり、助けを必要
とする地域社会に持続可能な変化をもたらす
活動に役立てられています。
１．地区補助金について
　地区補助金を活用し、学徒児童を対象とし
て交通安全並びに交通マナー向上を目的とし

た安全講習を行う。併せて自転車用ヘルメッ
トの贈呈を行う。
　対象となる学徒児童の意識向上とヘルメッ
ト着用率を上げることにより、地域における
交通安全への意識啓発を促す。
２．ロータリー財団への寄付について
　年次寄付に、昨年度同様120ドルの寄付を
お願いする。本年度も会費と一緒に前期・後
期各60ドルを徴収。
　ポールハリスフェロー・マルチプルポール
ハリスフェローなど認証を受ける会員の増加
を目指す。
３．次年度地区補助金について
　各委員会と連携し、奉仕プロジェクト研究
会で、次年度地区補助金プログラムについて
検討を行い、地区補助金提案書の申請を行う。
４．ロータリー財団月間
　11月に、ロータリー財団について理解を深
める卓話を行う。

◇委員会活動計画発表・２

◎プログラム委員会（発表：広瀬雅彦）
基本方針
　今年度のクラブテーマ
「積極果敢に楽しみまし
ょう」を念頭に、ホーム
クラブ例会への参加促進
を図るべく、魅力ある卓

話を計画していきます。ロータリーや会員同
士の理解を深め、会員のスキルアップに繋が
るようなプログラムを計画し、わくわくしな
がら出席したくなるような例会となるよう委
員会として努力していきます。
活動計画
１．ロータリー活動の理解を深めるため、毎
月のテーマに基づき第一例会では原則とし
て関連委員会の委員長、もしくは委員に委
員会活動について卓話をお願いし、テーマ
によっては関連職業の会員に卓話をお願い
したい。
２．新入会員の方には、会員相互の理解を深
め親睦を図るため、できるだけ早い時期に
「私の履歴書」「職業紹介」「趣味」等のス
ピーチをお願いする。
３．卓話の時間はこれまでと同じく20分と
し、ＳＡＡと連携してスムーズな例会運営
に努める。
４．時間変更例会では卓話を予定せず、会員
相互の理解と親睦の例会とする。
　新型コロナウイルスの関係で、外部からの
講師をお招きすることが難しい状況で、クラ
ブ内で例会を回すことになろうかと思います。
皆さまのご理解とご協力をお願いします。
◎広報・ＩＴ委員会（発表：武吉佳月）

基本方針
　当クラブのプロジェク
トや奉仕活動等について、
公共イメージを向上でき
るよう、クラブホームペ
ージなどを通じクラブ内

外への広報に努めます。また、他の委員会と
連携、協力しクラブの活性化にもつなげてい
きます。
１．広報活動
•各委員会行事の開催について、告知・
報告をクラブホームページなどで発信
する。

•会員の関係施設や公共施設などのご理
解いただけるところに、週報やロータ
リー関連雑誌を配布し、一般の方にも
活動内容を認識してもらえるよう努め
る。

２．ＩＴ活動
•クラブホームページの基本ページを新
年度版へリニューアルを実施。
•例会変更情報等の発信や、例会、水曜
会を含むその他の奉仕活動・イベント
等の写真を撮影し、クラブホームペー
ジへ掲載する。

３．報道機関に対して当クラブの活動状況を
提供し、取材依頼を行う。
４．奉仕プロジェクト研究会の活動掲載を行
う。
◎ロータリー情報委員会（発表：沖　卓史）

　ロータリー情報委員会
の使命は、入会予定者や
全会員、特に３年未満の
新会員がロータリー会員
の特典と責務を把握でき
るよう援助し、ロータリ

ーを十分理解するためにロータリーの歴史、
綱領、活動に関する情報を提供することです。
竹村会長の運営方針「積極果敢に楽しみまし
ょう」を受け、本年度は下記の項目を重点的
に実施します。
１．新会員に対しアドバイザーを専任する。
２．アドバイザーによる新会員へのオリエン
テーションをサポートする。
３．新会員や入会５年未満の会員に対し、竹
村会長が重点項目の１番目に掲げているロ
　ータリーの奉仕の精神を学んだり、また、
歴史等に関する勉強会を開催する。
４．ＩＭ、地区大会、クラブ活動への参加を
指導する。
５．ロータリーに関する書籍（東ロータリー
文庫）と猿田会員提供による小堀憲助氏の
ＣＤを推奨する。

◎会計（発表：寺村　勉）
　適切な財務と資金管理
を通じて健全なクラブ運
営となるよう努めます。
•会費の徴収
•委員会事業等の執行に
　ともなう支払の管理

•ＲＩ、地区等補助金の管理と賦課金、分担
金の支払い
•恒常的な財務状況の把握と役員会、理事
会、クラブへの定期的な報告
•クラブ予算の作成とモニタリング
•年次財務報告書の作成
•次年度への健全な財務状況での引き継ぎ

◎ロータリー奉仕プロジェクト研究会
（発表：西内俊介）
　文字通りロータリー奉
仕を実践するために事業
の計画、立案をする研究
会です。従来と同様、財
団委員会、社会奉仕委員

会等と連携を図りながら、ロータリーの経験
豊富な会員を交えた全員で意見交換する場を
設けたいと思います。具体的にはロータリー
財団地区補助金事業の検討を通じて、ロータ
リーとしての奉仕の意義、目的について理解
を深めることを目標としています。
　例年のように、飲食を共にしながらの意見
交換をする夜の場を積極的に設けることは困
難なため、７月２日、会長幹事、財団、社会
奉仕委員長、副委員長と昼に打ち合わせを行
い、７月末を目安に会員にアンケートを送付
し、皆さんの知恵をお借りして進めるという
結論に達しました。
　また、研究会で提案された案や、過去の奉
仕事業のデータベース化を引き継いで、次年
度に継承していきたいと思います。

◇出席率報告

　　　　　　　　　　（７月15日例会）
•竹村克彦　名札持ち帰りのお詫び。
•西森やよい　委員長並びに代理の皆さま、
委員会計画発表ありがとうございました。

◎親睦委員会（発表：中西克行）
　ロータリーの定義する
親睦に沿って、会員同士
の心と心を結束し、職業
上の発想の交換を通じて
分かち合いの精神による
事業の永続性を学び、友

情を深められる例会をはじめとするクラブ活
動を開催できるよう工夫し、努めてまいりま
す。
活動計画
１．例会協力
①毎週の例会を基本として、ＳＡＡやプロ
グラム委員会など各委員会との協力をも
　って会員相互の親睦を図ることができる
よう努力する。
②来訪ロータリアンを歓迎と感謝の意を持
　ってお迎えする。
③ソングリーダーは親睦委員会を中心に行
う。

２．夜間例会は年４回家族例会として開催、
会の趣旨を理解し進行全般を担う。
　①創立記念夜間例会　2020年10月７日
　　ザ クラウンパレス新阪急高知
　②忘年夜間例会　　　2020年12月23日
　　ラ・ヴィータ
　③観梅夜間例会　　　2021年２月３日
　　得月樓
　④最終夜間例会　　　2021年６月30日
　　ザ クラウンパレス新阪急高知
３．野外レクレーション
　新型コロナウイルスの感染状況にもよる
が、日帰りバスツアーを計画。
４．趣味の集い
　従来の活動の補助のほか、補助ができな
くとも釣り大会やワイン会等色々なイベン
トを計画し参加者を募る。
５．東酔会の後援
６．水曜会の活動を後援
７．歓迎会と送別会

◎会員増強・退会防止委員会
（発表：猿田隆夫）
　会員の増強について篠
原ガバナーは、若い世代
の方、女性の方、定年後
の入会希望の方、衛星クラ
ブの方等、多様な人々の

入会推進の必要性を強調されています。この
方針に沿って、会長・幹事・クラブ奉仕委員
長・副幹事と共に会員増強を図るためのクラ
ブ目標を設定したいと思います（現在、コロ
ナウイルス感染症拡大中のため目標設定が決
定しておりません）。
•当クラブの専門職務における職業分類の把
握検討を会員選考委員会と連携して行う。
•すべてのクラブ会員には、新会員を推薦す
る責務があることを啓発する。
•会員の退会防止を推進する。
　目標達成のため、新会員へのオリエンテー
ションや教育プログラムを情報委員会等と連
携して実施したいと思います。また、新会員
に対しては、スポンサーやアドバイザー等と
協力してあらゆる面でサポートしていきます。
◎会員選考・職業分類委員会

（発表：松野宏司）
　当クラブ員から新入会
員として推薦を受けた全
ての人を、個人的な面か
ら検討し一般的な適格性
並びに職業上の地位を評

価し、その人格（ロータリアンとしての善良
さ、高潔さ、リーダーシップ等が備わってい
るか）を調査して理事会に報告する。
評価基準
１．本人の人格及び事業所に対する業界や所
属団体、地域社会の評判はどうか
２．奉仕の精神を備えているか
３．財政的な義務を果たせるか
４．例会に出席できるか
　入会が承認されれば職業分類表により職業
分類を行う。

•早瀬源慶　政府交付金10万円頂き、米山奨
学会へ寄付いたしました。会員の方、後に続
いてください。
•五百蔵誠一　先週より新入会員となりまし
た五百蔵です。前任の北村共々よろしくお願
いいたします。
•鬼頭愼一　入会祝いありがとう。
◇遅刻　１件



◇ロータリーソング
  「我等の生業」
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
まず初めに残念なお知ら
せですが、７月９日に元
会員の弘光寛次さんが亡
くなられたとのことです。
1996（平成８）年３月か

ら2005（平成17）５月までの10年弱の会員歴
です。お見かけは、かなりいかついものの、
物腰は低くて、入会間もない私たちにも優し
く声を掛けていただいたことに感謝していま
す。心からご冥福をお祈りいたします。
　回を重ねるごとに少しずつ落ち着きを覚え
つつあります。少し会長の挨拶も練り込ん
で、持ってきたところではありますが、今日
は、私とロータリーの関わりのプロローグの
部分を少しお話します。
　多くの方がそうだと思いますが、私はロー
タリーを理解して入会した気持ちは全くあり
ません。寺村さんから「竹村君、お昼は食べ
るろう」という誘い文句から、それこそ訳も
分からず、すごい方ばかりの集まりだから、
そのうち退会のタイミングも来るだろうとい
う、ちょっと軽い気持ちで例会に出席してい
ました。　　
　ただ、少したつとちょっと居心地のいい感
じを覚えてきました。だんだんと皆さんのお
顔と名前が一致して、優しく声を掛けていた

だいたり、飲み会に行ったりという中で仲間
意識が芽生え、居心地よく感じてきたんだと
思います。同時に都合のいいことに気がつき
ました。それが職業奉仕というキーワードで
す。これは職業奉仕の中身を理解してという
ことではなく、いろんな解説などをかじって、
都合のいいところだけを拾ったので、敢えて
職業奉仕というキーワードと言わせてもらい
ます。
　それまで自分がかかわっていた団体は、自
己研鑽という名目はあるものの、編成された
実働部隊の一員として汗を流して何かを成し
遂げていくことが、いわゆる活動でした。と
ころがロータリーの場合、極端にいえば普通
に仕事をしていればいいという発想があるこ
とに気がついて、これは都合がいいなと。多
少の時間の拘束はありますが、活動といって
もそれほどの時間の拘束が増えるわけではな
いということもあって、「居心地がいい」に
つながったんだと思います。
　10年程前のことですが、そんな適当な発想
の私は、今は退会された大久保さん、昨年亡
くなられた久松さん、直前会長の前川さんの
３人に、ある会の３次会で囲まれて「おい、
竹村君、ＩＭの実行委員長をやれ」と言われ
ました。今思い出してもかなりの無茶振りで
す。一応態度を保留させてもらったのですが、
こういう交渉事で保留するのは、ほぼ負けを
意味します。なし崩し的に枠にはめられ、幹
事の経験もない会員がＩＭのひな壇に座ると
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いう、とんでもないことになりました。
　結果、悲惨とまでは言いませんけど、いろ
いろなことがありました。計画段階で実行委
員長だからと気合いを入れて、企画を出して
は修正、取り潰し、すったもんだして、立ち
上げにかなり苦労したことを覚えています。
中でも印象深いのが寸劇の提案でした。私と
しては1905年、ロータリーが設立された前後
を、４人で芝居をしようと思っていたのです
が、あえなく断念せざるを得ませんでした。
今思えば、諸先輩方が心配されたとおりで、
シナリオをどうするかというところで、大き
な壁にぶち当たって撃沈していたことは間違
いないと思います。当時、適切に導いていた
だいた諸先輩方に心から感謝しています。そ
の顛末の中で、ロータリー創立者のポール・
ハリス役に松本さんが勝手に名乗り出ていた
ことは、懐かしい思い出です。
　巡り巡って、今年はＩＭの幹事クラブの会
長としてかかわります。生きていると、いろ
んなことがどこかで繋がっているという、巡
り合わせを面白いなと思っています。

◇親睦委員会より
　８月５日、18時半から得月樓で歓送迎会を
行います。例会休会中に退会されて、既に遠
方に勤務をされている方もいますが、できる
限りお声掛けをしたいと思っています。皆さ
んの参加をよろしくお願いします。
◇会　長　報　告
•月曜日、第１回８クラブ＋香長クラブの会
長幹事会が開催されました。RYLAの決算
内容、事務局の決算、予算の承認。長期交
換事業に関する決算内容の確認。内容とし
ては、大変ご苦労されていることを確認し
ました。その他、各クラブから例会運営方
法の報告、コロナの関係で変更になったス
ケジュールの確認を行いました。
◇幹　事　報　告
•高知西ＲＣの創立50周年事業は延期。様子
を見て来年度以降に開催予定。
•仁淀ＲＣの創立30周年事業は、来年２月20
日から２月22日㈪に変更。招待客も限定の
上、準備中。

◎ロータリー財団委員会（発表：近森範久）
　ロータリー財団の使命
は、ロータリアンが健康
状態を改善し、教育への
支援を高め、貧困を救済
することを通じて、世界
理解、親善、平和を達成

できるようにすることです。
　地区補助金やグローバル補助金を提供して
いるほか、ポリオ・プラスや平和の推進と
いったグローバルなキャンペーンを展開して
います。財団支援者の方々から自発的な寄付
のみによって支えられています。寄付は、
ロータリー財団の補助金となり、助けを必要
とする地域社会に持続可能な変化をもたらす
活動に役立てられています。
１．地区補助金について
　地区補助金を活用し、学徒児童を対象とし
て交通安全並びに交通マナー向上を目的とし

た安全講習を行う。併せて自転車用ヘルメッ
トの贈呈を行う。
　対象となる学徒児童の意識向上とヘルメッ
ト着用率を上げることにより、地域における
交通安全への意識啓発を促す。
２．ロータリー財団への寄付について
　年次寄付に、昨年度同様120ドルの寄付を
お願いする。本年度も会費と一緒に前期・後
期各60ドルを徴収。
　ポールハリスフェロー・マルチプルポール
ハリスフェローなど認証を受ける会員の増加
を目指す。
３．次年度地区補助金について
　各委員会と連携し、奉仕プロジェクト研究
会で、次年度地区補助金プログラムについて
検討を行い、地区補助金提案書の申請を行う。
４．ロータリー財団月間
　11月に、ロータリー財団について理解を深
める卓話を行う。

◎プログラム委員会（発表：広瀬雅彦）
基本方針
　今年度のクラブテーマ
「積極果敢に楽しみまし
ょう」を念頭に、ホーム
クラブ例会への参加促進
を図るべく、魅力ある卓

話を計画していきます。ロータリーや会員同
士の理解を深め、会員のスキルアップに繋が
るようなプログラムを計画し、わくわくしな
がら出席したくなるような例会となるよう委
員会として努力していきます。
活動計画
１．ロータリー活動の理解を深めるため、毎
月のテーマに基づき第一例会では原則とし
て関連委員会の委員長、もしくは委員に委
員会活動について卓話をお願いし、テーマ
によっては関連職業の会員に卓話をお願い
したい。
２．新入会員の方には、会員相互の理解を深
め親睦を図るため、できるだけ早い時期に
「私の履歴書」「職業紹介」「趣味」等のス
ピーチをお願いする。
３．卓話の時間はこれまでと同じく20分と
し、ＳＡＡと連携してスムーズな例会運営
に努める。
４．時間変更例会では卓話を予定せず、会員
相互の理解と親睦の例会とする。
　新型コロナウイルスの関係で、外部からの
講師をお招きすることが難しい状況で、クラ
ブ内で例会を回すことになろうかと思います。
皆さまのご理解とご協力をお願いします。
◎広報・ＩＴ委員会（発表：武吉佳月）

基本方針
　当クラブのプロジェク
トや奉仕活動等について、
公共イメージを向上でき
るよう、クラブホームペ
ージなどを通じクラブ内

外への広報に努めます。また、他の委員会と
連携、協力しクラブの活性化にもつなげてい
きます。
１．広報活動
•各委員会行事の開催について、告知・
報告をクラブホームページなどで発信
する。

•会員の関係施設や公共施設などのご理
解いただけるところに、週報やロータ
リー関連雑誌を配布し、一般の方にも
活動内容を認識してもらえるよう努め
る。

２．ＩＴ活動
•クラブホームページの基本ページを新
年度版へリニューアルを実施。
•例会変更情報等の発信や、例会、水曜
会を含むその他の奉仕活動・イベント
等の写真を撮影し、クラブホームペー
ジへ掲載する。

３．報道機関に対して当クラブの活動状況を
提供し、取材依頼を行う。
４．奉仕プロジェクト研究会の活動掲載を行
う。
◎ロータリー情報委員会（発表：沖　卓史）

　ロータリー情報委員会
の使命は、入会予定者や
全会員、特に３年未満の
新会員がロータリー会員
の特典と責務を把握でき
るよう援助し、ロータリ

ーを十分理解するためにロータリーの歴史、
綱領、活動に関する情報を提供することです。
竹村会長の運営方針「積極果敢に楽しみまし
ょう」を受け、本年度は下記の項目を重点的
に実施します。
１．新会員に対しアドバイザーを専任する。
２．アドバイザーによる新会員へのオリエン
テーションをサポートする。
３．新会員や入会５年未満の会員に対し、竹
村会長が重点項目の１番目に掲げているロ
　ータリーの奉仕の精神を学んだり、また、
歴史等に関する勉強会を開催する。
４．ＩＭ、地区大会、クラブ活動への参加を
指導する。
５．ロータリーに関する書籍（東ロータリー
文庫）と猿田会員提供による小堀憲助氏の
ＣＤを推奨する。

◎会計（発表：寺村　勉）
　適切な財務と資金管理
を通じて健全なクラブ運
営となるよう努めます。
•会費の徴収
•委員会事業等の執行に
　ともなう支払の管理

•ＲＩ、地区等補助金の管理と賦課金、分担
金の支払い
•恒常的な財務状況の把握と役員会、理事
会、クラブへの定期的な報告
•クラブ予算の作成とモニタリング
•年次財務報告書の作成
•次年度への健全な財務状況での引き継ぎ

◎ロータリー奉仕プロジェクト研究会
（発表：西内俊介）
　文字通りロータリー奉
仕を実践するために事業
の計画、立案をする研究
会です。従来と同様、財
団委員会、社会奉仕委員

会等と連携を図りながら、ロータリーの経験
豊富な会員を交えた全員で意見交換する場を
設けたいと思います。具体的にはロータリー
財団地区補助金事業の検討を通じて、ロータ
リーとしての奉仕の意義、目的について理解
を深めることを目標としています。
　例年のように、飲食を共にしながらの意見
交換をする夜の場を積極的に設けることは困
難なため、７月２日、会長幹事、財団、社会
奉仕委員長、副委員長と昼に打ち合わせを行
い、７月末を目安に会員にアンケートを送付
し、皆さんの知恵をお借りして進めるという
結論に達しました。
　また、研究会で提案された案や、過去の奉
仕事業のデータベース化を引き継いで、次年
度に継承していきたいと思います。

◇出席率報告

　　　　　　　　　　（７月15日例会）
•竹村克彦　名札持ち帰りのお詫び。
•西森やよい　委員長並びに代理の皆さま、
委員会計画発表ありがとうございました。

◎親睦委員会（発表：中西克行）
　ロータリーの定義する
親睦に沿って、会員同士
の心と心を結束し、職業
上の発想の交換を通じて
分かち合いの精神による
事業の永続性を学び、友

情を深められる例会をはじめとするクラブ活
動を開催できるよう工夫し、努めてまいりま
す。
活動計画
１．例会協力
①毎週の例会を基本として、ＳＡＡやプロ
グラム委員会など各委員会との協力をも
　って会員相互の親睦を図ることができる
よう努力する。
②来訪ロータリアンを歓迎と感謝の意を持
　ってお迎えする。
③ソングリーダーは親睦委員会を中心に行
う。

２．夜間例会は年４回家族例会として開催、
会の趣旨を理解し進行全般を担う。
　①創立記念夜間例会　2020年10月７日
　　ザ クラウンパレス新阪急高知
　②忘年夜間例会　　　2020年12月23日
　　ラ・ヴィータ
　③観梅夜間例会　　　2021年２月３日
　　得月樓
　④最終夜間例会　　　2021年６月30日
　　ザ クラウンパレス新阪急高知
３．野外レクレーション
　新型コロナウイルスの感染状況にもよる
が、日帰りバスツアーを計画。
４．趣味の集い
　従来の活動の補助のほか、補助ができな
くとも釣り大会やワイン会等色々なイベン
トを計画し参加者を募る。
５．東酔会の後援
６．水曜会の活動を後援
７．歓迎会と送別会

◎会員増強・退会防止委員会
（発表：猿田隆夫）
　会員の増強について篠
原ガバナーは、若い世代
の方、女性の方、定年後
の入会希望の方、衛星クラ
ブの方等、多様な人々の

入会推進の必要性を強調されています。この
方針に沿って、会長・幹事・クラブ奉仕委員
長・副幹事と共に会員増強を図るためのクラ
ブ目標を設定したいと思います（現在、コロ
ナウイルス感染症拡大中のため目標設定が決
定しておりません）。
•当クラブの専門職務における職業分類の把
握検討を会員選考委員会と連携して行う。
•すべてのクラブ会員には、新会員を推薦す
る責務があることを啓発する。
•会員の退会防止を推進する。
　目標達成のため、新会員へのオリエンテー
ションや教育プログラムを情報委員会等と連
携して実施したいと思います。また、新会員
に対しては、スポンサーやアドバイザー等と
協力してあらゆる面でサポートしていきます。
◎会員選考・職業分類委員会

（発表：松野宏司）
　当クラブ員から新入会
員として推薦を受けた全
ての人を、個人的な面か
ら検討し一般的な適格性
並びに職業上の地位を評

価し、その人格（ロータリアンとしての善良
さ、高潔さ、リーダーシップ等が備わってい
るか）を調査して理事会に報告する。
評価基準
１．本人の人格及び事業所に対する業界や所
属団体、地域社会の評判はどうか
２．奉仕の精神を備えているか
３．財政的な義務を果たせるか
４．例会に出席できるか
　入会が承認されれば職業分類表により職業
分類を行う。

•早瀬源慶　政府交付金10万円頂き、米山奨
学会へ寄付いたしました。会員の方、後に続
いてください。
•五百蔵誠一　先週より新入会員となりまし
た五百蔵です。前任の北村共々よろしくお願
いいたします。
•鬼頭愼一　入会祝いありがとう。
◇遅刻　１件



◇ロータリーソング
  「我等の生業」
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
まず初めに残念なお知ら
せですが、７月９日に元
会員の弘光寛次さんが亡
くなられたとのことです。
1996（平成８）年３月か

ら2005（平成17）５月までの10年弱の会員歴
です。お見かけは、かなりいかついものの、
物腰は低くて、入会間もない私たちにも優し
く声を掛けていただいたことに感謝していま
す。心からご冥福をお祈りいたします。
　回を重ねるごとに少しずつ落ち着きを覚え
つつあります。少し会長の挨拶も練り込ん
で、持ってきたところではありますが、今日
は、私とロータリーの関わりのプロローグの
部分を少しお話します。
　多くの方がそうだと思いますが、私はロー
タリーを理解して入会した気持ちは全くあり
ません。寺村さんから「竹村君、お昼は食べ
るろう」という誘い文句から、それこそ訳も
分からず、すごい方ばかりの集まりだから、
そのうち退会のタイミングも来るだろうとい
う、ちょっと軽い気持ちで例会に出席してい
ました。　　
　ただ、少したつとちょっと居心地のいい感
じを覚えてきました。だんだんと皆さんのお
顔と名前が一致して、優しく声を掛けていた

だいたり、飲み会に行ったりという中で仲間
意識が芽生え、居心地よく感じてきたんだと
思います。同時に都合のいいことに気がつき
ました。それが職業奉仕というキーワードで
す。これは職業奉仕の中身を理解してという
ことではなく、いろんな解説などをかじって、
都合のいいところだけを拾ったので、敢えて
職業奉仕というキーワードと言わせてもらい
ます。
　それまで自分がかかわっていた団体は、自
己研鑽という名目はあるものの、編成された
実働部隊の一員として汗を流して何かを成し
遂げていくことが、いわゆる活動でした。と
ころがロータリーの場合、極端にいえば普通
に仕事をしていればいいという発想があるこ
とに気がついて、これは都合がいいなと。多
少の時間の拘束はありますが、活動といって
もそれほどの時間の拘束が増えるわけではな
いということもあって、「居心地がいい」に
つながったんだと思います。
　10年程前のことですが、そんな適当な発想
の私は、今は退会された大久保さん、昨年亡
くなられた久松さん、直前会長の前川さんの
３人に、ある会の３次会で囲まれて「おい、
竹村君、ＩＭの実行委員長をやれ」と言われ
ました。今思い出してもかなりの無茶振りで
す。一応態度を保留させてもらったのですが、
こういう交渉事で保留するのは、ほぼ負けを
意味します。なし崩し的に枠にはめられ、幹
事の経験もない会員がＩＭのひな壇に座ると

いう、とんでもないことになりました。
　結果、悲惨とまでは言いませんけど、いろ
いろなことがありました。計画段階で実行委
員長だからと気合いを入れて、企画を出して
は修正、取り潰し、すったもんだして、立ち
上げにかなり苦労したことを覚えています。
中でも印象深いのが寸劇の提案でした。私と
しては1905年、ロータリーが設立された前後
を、４人で芝居をしようと思っていたのです
が、あえなく断念せざるを得ませんでした。
今思えば、諸先輩方が心配されたとおりで、
シナリオをどうするかというところで、大き
な壁にぶち当たって撃沈していたことは間違
いないと思います。当時、適切に導いていた
だいた諸先輩方に心から感謝しています。そ
の顛末の中で、ロータリー創立者のポール・
ハリス役に松本さんが勝手に名乗り出ていた
ことは、懐かしい思い出です。
　巡り巡って、今年はＩＭの幹事クラブの会
長としてかかわります。生きていると、いろ
んなことがどこかで繋がっているという、巡
り合わせを面白いなと思っています。

◇親睦委員会より
　８月５日、18時半から得月樓で歓送迎会を
行います。例会休会中に退会されて、既に遠
方に勤務をされている方もいますが、できる
限りお声掛けをしたいと思っています。皆さ
んの参加をよろしくお願いします。
◇会　長　報　告
•月曜日、第１回８クラブ＋香長クラブの会
長幹事会が開催されました。RYLAの決算
内容、事務局の決算、予算の承認。長期交
換事業に関する決算内容の確認。内容とし
ては、大変ご苦労されていることを確認し
ました。その他、各クラブから例会運営方
法の報告、コロナの関係で変更になったス
ケジュールの確認を行いました。
◇幹　事　報　告
•高知西ＲＣの創立50周年事業は延期。様子
を見て来年度以降に開催予定。
•仁淀ＲＣの創立30周年事業は、来年２月20
日から２月22日㈪に変更。招待客も限定の
上、準備中。

◎ロータリー財団委員会（発表：近森範久）
　ロータリー財団の使命
は、ロータリアンが健康
状態を改善し、教育への
支援を高め、貧困を救済
することを通じて、世界
理解、親善、平和を達成

できるようにすることです。
　地区補助金やグローバル補助金を提供して
いるほか、ポリオ・プラスや平和の推進と
いったグローバルなキャンペーンを展開して
います。財団支援者の方々から自発的な寄付
のみによって支えられています。寄付は、
ロータリー財団の補助金となり、助けを必要
とする地域社会に持続可能な変化をもたらす
活動に役立てられています。
１．地区補助金について
　地区補助金を活用し、学徒児童を対象とし
て交通安全並びに交通マナー向上を目的とし

た安全講習を行う。併せて自転車用ヘルメッ
トの贈呈を行う。
　対象となる学徒児童の意識向上とヘルメッ
ト着用率を上げることにより、地域における
交通安全への意識啓発を促す。
２．ロータリー財団への寄付について
　年次寄付に、昨年度同様120ドルの寄付を
お願いする。本年度も会費と一緒に前期・後
期各60ドルを徴収。
　ポールハリスフェロー・マルチプルポール
ハリスフェローなど認証を受ける会員の増加
を目指す。
３．次年度地区補助金について
　各委員会と連携し、奉仕プロジェクト研究
会で、次年度地区補助金プログラムについて
検討を行い、地区補助金提案書の申請を行う。
４．ロータリー財団月間
　11月に、ロータリー財団について理解を深
める卓話を行う。
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◎プログラム委員会（発表：広瀬雅彦）
基本方針
　今年度のクラブテーマ
「積極果敢に楽しみまし
ょう」を念頭に、ホーム
クラブ例会への参加促進
を図るべく、魅力ある卓

話を計画していきます。ロータリーや会員同
士の理解を深め、会員のスキルアップに繋が
るようなプログラムを計画し、わくわくしな
がら出席したくなるような例会となるよう委
員会として努力していきます。
活動計画
１．ロータリー活動の理解を深めるため、毎
月のテーマに基づき第一例会では原則とし
て関連委員会の委員長、もしくは委員に委
員会活動について卓話をお願いし、テーマ
によっては関連職業の会員に卓話をお願い
したい。
２．新入会員の方には、会員相互の理解を深
め親睦を図るため、できるだけ早い時期に
「私の履歴書」「職業紹介」「趣味」等のス
ピーチをお願いする。
３．卓話の時間はこれまでと同じく20分と
し、ＳＡＡと連携してスムーズな例会運営
に努める。
４．時間変更例会では卓話を予定せず、会員
相互の理解と親睦の例会とする。
　新型コロナウイルスの関係で、外部からの
講師をお招きすることが難しい状況で、クラ
ブ内で例会を回すことになろうかと思います。
皆さまのご理解とご協力をお願いします。
◎広報・ＩＴ委員会（発表：武吉佳月）

基本方針
　当クラブのプロジェク
トや奉仕活動等について、
公共イメージを向上でき
るよう、クラブホームペ
ージなどを通じクラブ内

外への広報に努めます。また、他の委員会と
連携、協力しクラブの活性化にもつなげてい
きます。
１．広報活動
•各委員会行事の開催について、告知・
報告をクラブホームページなどで発信
する。

•会員の関係施設や公共施設などのご理
解いただけるところに、週報やロータ
リー関連雑誌を配布し、一般の方にも
活動内容を認識してもらえるよう努め
る。

２．ＩＴ活動
•クラブホームページの基本ページを新
年度版へリニューアルを実施。
•例会変更情報等の発信や、例会、水曜
会を含むその他の奉仕活動・イベント
等の写真を撮影し、クラブホームペー
ジへ掲載する。

３．報道機関に対して当クラブの活動状況を
提供し、取材依頼を行う。
４．奉仕プロジェクト研究会の活動掲載を行
う。
◎ロータリー情報委員会（発表：沖　卓史）

　ロータリー情報委員会
の使命は、入会予定者や
全会員、特に３年未満の
新会員がロータリー会員
の特典と責務を把握でき
るよう援助し、ロータリ

ーを十分理解するためにロータリーの歴史、
綱領、活動に関する情報を提供することです。
竹村会長の運営方針「積極果敢に楽しみまし
ょう」を受け、本年度は下記の項目を重点的
に実施します。
１．新会員に対しアドバイザーを専任する。
２．アドバイザーによる新会員へのオリエン
テーションをサポートする。
３．新会員や入会５年未満の会員に対し、竹
村会長が重点項目の１番目に掲げているロ
　ータリーの奉仕の精神を学んだり、また、
歴史等に関する勉強会を開催する。
４．ＩＭ、地区大会、クラブ活動への参加を
指導する。
５．ロータリーに関する書籍（東ロータリー
文庫）と猿田会員提供による小堀憲助氏の
ＣＤを推奨する。

◎会計（発表：寺村　勉）
　適切な財務と資金管理
を通じて健全なクラブ運
営となるよう努めます。
•会費の徴収
•委員会事業等の執行に
　ともなう支払の管理

•ＲＩ、地区等補助金の管理と賦課金、分担
金の支払い
•恒常的な財務状況の把握と役員会、理事
会、クラブへの定期的な報告
•クラブ予算の作成とモニタリング
•年次財務報告書の作成
•次年度への健全な財務状況での引き継ぎ

◎ロータリー奉仕プロジェクト研究会
（発表：西内俊介）
　文字通りロータリー奉
仕を実践するために事業
の計画、立案をする研究
会です。従来と同様、財
団委員会、社会奉仕委員

会等と連携を図りながら、ロータリーの経験
豊富な会員を交えた全員で意見交換する場を
設けたいと思います。具体的にはロータリー
財団地区補助金事業の検討を通じて、ロータ
リーとしての奉仕の意義、目的について理解
を深めることを目標としています。
　例年のように、飲食を共にしながらの意見
交換をする夜の場を積極的に設けることは困
難なため、７月２日、会長幹事、財団、社会
奉仕委員長、副委員長と昼に打ち合わせを行
い、７月末を目安に会員にアンケートを送付
し、皆さんの知恵をお借りして進めるという
結論に達しました。
　また、研究会で提案された案や、過去の奉
仕事業のデータベース化を引き継いで、次年
度に継承していきたいと思います。

◇出席率報告

　　　　　　　　　　（７月15日例会）
•竹村克彦　名札持ち帰りのお詫び。
•西森やよい　委員長並びに代理の皆さま、
委員会計画発表ありがとうございました。

◎親睦委員会（発表：中西克行）
　ロータリーの定義する
親睦に沿って、会員同士
の心と心を結束し、職業
上の発想の交換を通じて
分かち合いの精神による
事業の永続性を学び、友

情を深められる例会をはじめとするクラブ活
動を開催できるよう工夫し、努めてまいりま
す。
活動計画
１．例会協力
①毎週の例会を基本として、ＳＡＡやプロ
グラム委員会など各委員会との協力をも
　って会員相互の親睦を図ることができる
よう努力する。
②来訪ロータリアンを歓迎と感謝の意を持
　ってお迎えする。
③ソングリーダーは親睦委員会を中心に行
う。

２．夜間例会は年４回家族例会として開催、
会の趣旨を理解し進行全般を担う。
　①創立記念夜間例会　2020年10月７日
　　ザ クラウンパレス新阪急高知
　②忘年夜間例会　　　2020年12月23日
　　ラ・ヴィータ
　③観梅夜間例会　　　2021年２月３日
　　得月樓
　④最終夜間例会　　　2021年６月30日
　　ザ クラウンパレス新阪急高知
３．野外レクレーション
　新型コロナウイルスの感染状況にもよる
が、日帰りバスツアーを計画。
４．趣味の集い
　従来の活動の補助のほか、補助ができな
くとも釣り大会やワイン会等色々なイベン
トを計画し参加者を募る。
５．東酔会の後援
６．水曜会の活動を後援
７．歓迎会と送別会

◎会員増強・退会防止委員会
（発表：猿田隆夫）
　会員の増強について篠
原ガバナーは、若い世代
の方、女性の方、定年後
の入会希望の方、衛星クラ
ブの方等、多様な人々の

入会推進の必要性を強調されています。この
方針に沿って、会長・幹事・クラブ奉仕委員
長・副幹事と共に会員増強を図るためのクラ
ブ目標を設定したいと思います（現在、コロ
ナウイルス感染症拡大中のため目標設定が決
定しておりません）。
•当クラブの専門職務における職業分類の把
握検討を会員選考委員会と連携して行う。
•すべてのクラブ会員には、新会員を推薦す
る責務があることを啓発する。
•会員の退会防止を推進する。
　目標達成のため、新会員へのオリエンテー
ションや教育プログラムを情報委員会等と連
携して実施したいと思います。また、新会員
に対しては、スポンサーやアドバイザー等と
協力してあらゆる面でサポートしていきます。
◎会員選考・職業分類委員会

（発表：松野宏司）
　当クラブ員から新入会
員として推薦を受けた全
ての人を、個人的な面か
ら検討し一般的な適格性
並びに職業上の地位を評

価し、その人格（ロータリアンとしての善良
さ、高潔さ、リーダーシップ等が備わってい
るか）を調査して理事会に報告する。
評価基準
１．本人の人格及び事業所に対する業界や所
属団体、地域社会の評判はどうか
２．奉仕の精神を備えているか
３．財政的な義務を果たせるか
４．例会に出席できるか
　入会が承認されれば職業分類表により職業
分類を行う。

•早瀬源慶　政府交付金10万円頂き、米山奨
学会へ寄付いたしました。会員の方、後に続
いてください。
•五百蔵誠一　先週より新入会員となりまし
た五百蔵です。前任の北村共々よろしくお願
いいたします。
•鬼頭愼一　入会祝いありがとう。
◇遅刻　１件



◇ロータリーソング
  「我等の生業」
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
まず初めに残念なお知ら
せですが、７月９日に元
会員の弘光寛次さんが亡
くなられたとのことです。
1996（平成８）年３月か

ら2005（平成17）５月までの10年弱の会員歴
です。お見かけは、かなりいかついものの、
物腰は低くて、入会間もない私たちにも優し
く声を掛けていただいたことに感謝していま
す。心からご冥福をお祈りいたします。
　回を重ねるごとに少しずつ落ち着きを覚え
つつあります。少し会長の挨拶も練り込ん
で、持ってきたところではありますが、今日
は、私とロータリーの関わりのプロローグの
部分を少しお話します。
　多くの方がそうだと思いますが、私はロー
タリーを理解して入会した気持ちは全くあり
ません。寺村さんから「竹村君、お昼は食べ
るろう」という誘い文句から、それこそ訳も
分からず、すごい方ばかりの集まりだから、
そのうち退会のタイミングも来るだろうとい
う、ちょっと軽い気持ちで例会に出席してい
ました。　　
　ただ、少したつとちょっと居心地のいい感
じを覚えてきました。だんだんと皆さんのお
顔と名前が一致して、優しく声を掛けていた

だいたり、飲み会に行ったりという中で仲間
意識が芽生え、居心地よく感じてきたんだと
思います。同時に都合のいいことに気がつき
ました。それが職業奉仕というキーワードで
す。これは職業奉仕の中身を理解してという
ことではなく、いろんな解説などをかじって、
都合のいいところだけを拾ったので、敢えて
職業奉仕というキーワードと言わせてもらい
ます。
　それまで自分がかかわっていた団体は、自
己研鑽という名目はあるものの、編成された
実働部隊の一員として汗を流して何かを成し
遂げていくことが、いわゆる活動でした。と
ころがロータリーの場合、極端にいえば普通
に仕事をしていればいいという発想があるこ
とに気がついて、これは都合がいいなと。多
少の時間の拘束はありますが、活動といって
もそれほどの時間の拘束が増えるわけではな
いということもあって、「居心地がいい」に
つながったんだと思います。
　10年程前のことですが、そんな適当な発想
の私は、今は退会された大久保さん、昨年亡
くなられた久松さん、直前会長の前川さんの
３人に、ある会の３次会で囲まれて「おい、
竹村君、ＩＭの実行委員長をやれ」と言われ
ました。今思い出してもかなりの無茶振りで
す。一応態度を保留させてもらったのですが、
こういう交渉事で保留するのは、ほぼ負けを
意味します。なし崩し的に枠にはめられ、幹
事の経験もない会員がＩＭのひな壇に座ると

いう、とんでもないことになりました。
　結果、悲惨とまでは言いませんけど、いろ
いろなことがありました。計画段階で実行委
員長だからと気合いを入れて、企画を出して
は修正、取り潰し、すったもんだして、立ち
上げにかなり苦労したことを覚えています。
中でも印象深いのが寸劇の提案でした。私と
しては1905年、ロータリーが設立された前後
を、４人で芝居をしようと思っていたのです
が、あえなく断念せざるを得ませんでした。
今思えば、諸先輩方が心配されたとおりで、
シナリオをどうするかというところで、大き
な壁にぶち当たって撃沈していたことは間違
いないと思います。当時、適切に導いていた
だいた諸先輩方に心から感謝しています。そ
の顛末の中で、ロータリー創立者のポール・
ハリス役に松本さんが勝手に名乗り出ていた
ことは、懐かしい思い出です。
　巡り巡って、今年はＩＭの幹事クラブの会
長としてかかわります。生きていると、いろ
んなことがどこかで繋がっているという、巡
り合わせを面白いなと思っています。

◇親睦委員会より
　８月５日、18時半から得月樓で歓送迎会を
行います。例会休会中に退会されて、既に遠
方に勤務をされている方もいますが、できる
限りお声掛けをしたいと思っています。皆さ
んの参加をよろしくお願いします。
◇会　長　報　告
•月曜日、第１回８クラブ＋香長クラブの会
長幹事会が開催されました。RYLAの決算
内容、事務局の決算、予算の承認。長期交
換事業に関する決算内容の確認。内容とし
ては、大変ご苦労されていることを確認し
ました。その他、各クラブから例会運営方
法の報告、コロナの関係で変更になったス
ケジュールの確認を行いました。
◇幹　事　報　告
•高知西ＲＣの創立50周年事業は延期。様子
を見て来年度以降に開催予定。
•仁淀ＲＣの創立30周年事業は、来年２月20
日から２月22日㈪に変更。招待客も限定の
上、準備中。

◎ロータリー財団委員会（発表：近森範久）
　ロータリー財団の使命
は、ロータリアンが健康
状態を改善し、教育への
支援を高め、貧困を救済
することを通じて、世界
理解、親善、平和を達成

できるようにすることです。
　地区補助金やグローバル補助金を提供して
いるほか、ポリオ・プラスや平和の推進と
いったグローバルなキャンペーンを展開して
います。財団支援者の方々から自発的な寄付
のみによって支えられています。寄付は、
ロータリー財団の補助金となり、助けを必要
とする地域社会に持続可能な変化をもたらす
活動に役立てられています。
１．地区補助金について
　地区補助金を活用し、学徒児童を対象とし
て交通安全並びに交通マナー向上を目的とし

た安全講習を行う。併せて自転車用ヘルメッ
トの贈呈を行う。
　対象となる学徒児童の意識向上とヘルメッ
ト着用率を上げることにより、地域における
交通安全への意識啓発を促す。
２．ロータリー財団への寄付について
　年次寄付に、昨年度同様120ドルの寄付を
お願いする。本年度も会費と一緒に前期・後
期各60ドルを徴収。
　ポールハリスフェロー・マルチプルポール
ハリスフェローなど認証を受ける会員の増加
を目指す。
３．次年度地区補助金について
　各委員会と連携し、奉仕プロジェクト研究
会で、次年度地区補助金プログラムについて
検討を行い、地区補助金提案書の申請を行う。
４．ロータリー財団月間
　11月に、ロータリー財団について理解を深
める卓話を行う。
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◎プログラム委員会（発表：広瀬雅彦）
基本方針
　今年度のクラブテーマ
「積極果敢に楽しみまし
ょう」を念頭に、ホーム
クラブ例会への参加促進
を図るべく、魅力ある卓

話を計画していきます。ロータリーや会員同
士の理解を深め、会員のスキルアップに繋が
るようなプログラムを計画し、わくわくしな
がら出席したくなるような例会となるよう委
員会として努力していきます。
活動計画
１．ロータリー活動の理解を深めるため、毎
月のテーマに基づき第一例会では原則とし
て関連委員会の委員長、もしくは委員に委
員会活動について卓話をお願いし、テーマ
によっては関連職業の会員に卓話をお願い
したい。
２．新入会員の方には、会員相互の理解を深
め親睦を図るため、できるだけ早い時期に
「私の履歴書」「職業紹介」「趣味」等のス
ピーチをお願いする。
３．卓話の時間はこれまでと同じく20分と
し、ＳＡＡと連携してスムーズな例会運営
に努める。
４．時間変更例会では卓話を予定せず、会員
相互の理解と親睦の例会とする。
　新型コロナウイルスの関係で、外部からの
講師をお招きすることが難しい状況で、クラ
ブ内で例会を回すことになろうかと思います。
皆さまのご理解とご協力をお願いします。
◎広報・ＩＴ委員会（発表：武吉佳月）

基本方針
　当クラブのプロジェク
トや奉仕活動等について、
公共イメージを向上でき
るよう、クラブホームペ
ージなどを通じクラブ内

外への広報に努めます。また、他の委員会と
連携、協力しクラブの活性化にもつなげてい
きます。
１．広報活動
•各委員会行事の開催について、告知・
報告をクラブホームページなどで発信
する。

•会員の関係施設や公共施設などのご理
解いただけるところに、週報やロータ
リー関連雑誌を配布し、一般の方にも
活動内容を認識してもらえるよう努め
る。

２．ＩＴ活動
•クラブホームページの基本ページを新
年度版へリニューアルを実施。
•例会変更情報等の発信や、例会、水曜
会を含むその他の奉仕活動・イベント
等の写真を撮影し、クラブホームペー
ジへ掲載する。

３．報道機関に対して当クラブの活動状況を
提供し、取材依頼を行う。
４．奉仕プロジェクト研究会の活動掲載を行
う。
◎ロータリー情報委員会（発表：沖　卓史）

　ロータリー情報委員会
の使命は、入会予定者や
全会員、特に３年未満の
新会員がロータリー会員
の特典と責務を把握でき
るよう援助し、ロータリ

ーを十分理解するためにロータリーの歴史、
綱領、活動に関する情報を提供することです。
竹村会長の運営方針「積極果敢に楽しみまし
ょう」を受け、本年度は下記の項目を重点的
に実施します。
１．新会員に対しアドバイザーを専任する。
２．アドバイザーによる新会員へのオリエン
テーションをサポートする。
３．新会員や入会５年未満の会員に対し、竹
村会長が重点項目の１番目に掲げているロ
　ータリーの奉仕の精神を学んだり、また、
歴史等に関する勉強会を開催する。
４．ＩＭ、地区大会、クラブ活動への参加を
指導する。
５．ロータリーに関する書籍（東ロータリー
文庫）と猿田会員提供による小堀憲助氏の
ＣＤを推奨する。

◎会計（発表：寺村　勉）
　適切な財務と資金管理
を通じて健全なクラブ運
営となるよう努めます。
•会費の徴収
•委員会事業等の執行に
　ともなう支払の管理

•ＲＩ、地区等補助金の管理と賦課金、分担
金の支払い
•恒常的な財務状況の把握と役員会、理事
会、クラブへの定期的な報告
•クラブ予算の作成とモニタリング
•年次財務報告書の作成
•次年度への健全な財務状況での引き継ぎ

◎ロータリー奉仕プロジェクト研究会
（発表：西内俊介）
　文字通りロータリー奉
仕を実践するために事業
の計画、立案をする研究
会です。従来と同様、財
団委員会、社会奉仕委員

会等と連携を図りながら、ロータリーの経験
豊富な会員を交えた全員で意見交換する場を
設けたいと思います。具体的にはロータリー
財団地区補助金事業の検討を通じて、ロータ
リーとしての奉仕の意義、目的について理解
を深めることを目標としています。
　例年のように、飲食を共にしながらの意見
交換をする夜の場を積極的に設けることは困
難なため、７月２日、会長幹事、財団、社会
奉仕委員長、副委員長と昼に打ち合わせを行
い、７月末を目安に会員にアンケートを送付
し、皆さんの知恵をお借りして進めるという
結論に達しました。
　また、研究会で提案された案や、過去の奉
仕事業のデータベース化を引き継いで、次年
度に継承していきたいと思います。

◇出席率報告

　　　　　　　　　　（７月15日例会）
•竹村克彦　名札持ち帰りのお詫び。
•西森やよい　委員長並びに代理の皆さま、
委員会計画発表ありがとうございました。

◎親睦委員会（発表：中西克行）
　ロータリーの定義する
親睦に沿って、会員同士
の心と心を結束し、職業
上の発想の交換を通じて
分かち合いの精神による
事業の永続性を学び、友

情を深められる例会をはじめとするクラブ活
動を開催できるよう工夫し、努めてまいりま
す。
活動計画
１．例会協力
①毎週の例会を基本として、ＳＡＡやプロ
グラム委員会など各委員会との協力をも
　って会員相互の親睦を図ることができる
よう努力する。
②来訪ロータリアンを歓迎と感謝の意を持
　ってお迎えする。
③ソングリーダーは親睦委員会を中心に行
う。

２．夜間例会は年４回家族例会として開催、
会の趣旨を理解し進行全般を担う。
　①創立記念夜間例会　2020年10月７日
　　ザ クラウンパレス新阪急高知
　②忘年夜間例会　　　2020年12月23日
　　ラ・ヴィータ
　③観梅夜間例会　　　2021年２月３日
　　得月樓
　④最終夜間例会　　　2021年６月30日
　　ザ クラウンパレス新阪急高知
３．野外レクレーション
　新型コロナウイルスの感染状況にもよる
が、日帰りバスツアーを計画。
４．趣味の集い
　従来の活動の補助のほか、補助ができな
くとも釣り大会やワイン会等色々なイベン
トを計画し参加者を募る。
５．東酔会の後援
６．水曜会の活動を後援
７．歓迎会と送別会

◎会員増強・退会防止委員会
（発表：猿田隆夫）
　会員の増強について篠
原ガバナーは、若い世代
の方、女性の方、定年後
の入会希望の方、衛星クラ
ブの方等、多様な人々の

入会推進の必要性を強調されています。この
方針に沿って、会長・幹事・クラブ奉仕委員
長・副幹事と共に会員増強を図るためのクラ
ブ目標を設定したいと思います（現在、コロ
ナウイルス感染症拡大中のため目標設定が決
定しておりません）。
•当クラブの専門職務における職業分類の把
握検討を会員選考委員会と連携して行う。
•すべてのクラブ会員には、新会員を推薦す
る責務があることを啓発する。
•会員の退会防止を推進する。
　目標達成のため、新会員へのオリエンテー
ションや教育プログラムを情報委員会等と連
携して実施したいと思います。また、新会員
に対しては、スポンサーやアドバイザー等と
協力してあらゆる面でサポートしていきます。
◎会員選考・職業分類委員会

（発表：松野宏司）
　当クラブ員から新入会
員として推薦を受けた全
ての人を、個人的な面か
ら検討し一般的な適格性
並びに職業上の地位を評

価し、その人格（ロータリアンとしての善良
さ、高潔さ、リーダーシップ等が備わってい
るか）を調査して理事会に報告する。
評価基準
１．本人の人格及び事業所に対する業界や所
属団体、地域社会の評判はどうか
２．奉仕の精神を備えているか
３．財政的な義務を果たせるか
４．例会に出席できるか
　入会が承認されれば職業分類表により職業
分類を行う。

７月15日

７月１日

総数
－3 53
－3 51

出席
44
45

欠席
4
0

メイク
アップ HC出席率

83.02％
88.24％

出席率
92％
100％

2
3

•早瀬源慶　政府交付金10万円頂き、米山奨
学会へ寄付いたしました。会員の方、後に続
いてください。
•五百蔵誠一　先週より新入会員となりまし
た五百蔵です。前任の北村共々よろしくお願
いいたします。
•鬼頭愼一　入会祝いありがとう。
◇遅刻　１件
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チビニコ 合　計

７月15日
今期の累計

■高知東ＲＣ当面の日程
８月５日㈬　定例理事会
　　　　　　歓送迎会（得月樓）18：30～
８月12日㈬　休会（お盆休み）
８月26日㈬　時間変更例会
　　　　　　　　　（ザ クラウンパレス）
　　　　　　役員会（例会前）
９月２日㈬　定例理事会
９月15日㈫～17日㈭　18：30（得月樓）
　情報集会
９月16日㈬　12：30（ザ クラウンパレス）
　情報集会
９月16日㈬　ロータリー休日
９月23日㈬　ガバナー補佐訪問
　　　　　　第３回クラブ協議会
　　　　　　　　　　　　　（例会終了後）
９月30日㈬　役員会
10月７日㈬　創立夜間例会
　　　　　　　　　（ザ クラウンパレス）
　　　　　　ガバナー公式訪問
10月９日㈮　高知東ロータリークラブ
　　　　　　創立記念日
10月14日㈬　定例理事会
10月28日㈬　役員会

■例会変更のお知らせ
高知ＲＣ　　　８月11日㈫　休会（盆休み）
高知ロイヤルＲＣ
　　　　　　　８月11日㈫　休会（盆休み）
高知南ＲＣ　　８月13日㈭　休会（盆休み）
高知中央ＲＣ　８月13日㈭　休会（盆休み）
高知西ＲＣ　　８月14日㈮　休会（盆休み）
高知北ＲＣ　　８月17日㈪　休会（盆休み）
高知北ＲＣ　　８月24日㈪　創立記念夜間例会
高知南ＲＣ　　８月27日㈭　夜間例会
高知中央ＲＣ　８月27日㈭　夜間例会
高知ＲＣ　　　９月１日㈫　ロータリー休日
高知北ＲＣ　　９月７日㈪　時間変更例会
高知ロイヤルＲＣ
　　　　　　　９月８日㈫　月見夜間例会
高知南ＲＣ　　９月10日㈭　月見例会
高知北ＲＣ　　９月14日㈪　月見夜間例会
高知西ＲＣ　　９月18日㈮　創立記念夜間例会
高知中央ＲＣ　９月24日㈭　月見夜間例会
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